
【総人口データを使った都道府県別・年齢区分別による推移状況】 

 

マップソリューションでは、人口に関するデータを幅広く取り扱っています。 

人口から推計される、患者数や要介護者数、最近では障がい者数などのデータも作成し、提供していま

す。 

地域状況を把握するために、まず必要としているのは、地域の人口情報です。 

弊社では、5年毎の国勢調査人口ベースでのデータを蓄積していまして、今回は最新の H27年版から過

去 H22年、H17年のデータに基づくトレンドと都道府県別の分析を行った結果を報告します。 

 



＜都道府県別での人口の推移＞ 

 

平成 17年～平成 27年の 10年間の人口増減率を算出し、 

人口増減率を降順に並べた「グラフ①」、 

人口増減率の降順に平成 17年・平成 22年・平成 27年の 5年毎の「人口グラフ②」、 

増減率で作成した「主題図③」を作成しました。 

 

●「グラフ①」を見ると、人口増減率がプラスで人口が増加している県は、東京都＞沖縄県＞神奈川県

＞愛知県＞埼玉県＞千葉県＞滋賀県＞福岡県＞大阪府の 9県です。この中で滋賀県が京都府に近い

こともあって頑張っているのがわかります。大阪府は僅かにプラスであり、おおよそ現状維持の状

態です。 

それ以外の県は全てマイナスです。 

 

●「グラフ②」で見ると、プラスの県の人口は“右肩上がり”ですが、マイナスの県は“右肩下がり”

であることが判ります。 



 

●都道府県で色分けした「主題図③」で見ると、茶色の県が人口の増加率が著しく多い県（3%以上）で、

東京都、沖縄県、神奈川県、愛知県、埼玉県の 5県です。黄色の県が比較的多い県（0%～3%）で

千葉県、滋賀県、福岡県、大阪府の 4県です。 

一方、緑色のマイナス７%以下が東北の宮城県を除く 5県と高知県で、特に秋田県がマイナス 10％

を下回る大幅な人口減に見舞われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜年齢区分別人口の推移＞ 

 

人口データの年齢区分には、15歳未満、15～64歳、65歳以上というデータを集計しております。この

区分別データを使うと事業に関わっている人たちや、定年を迎えた高齢者たちの分布を見ることができ

ます。 

 

●「グラフ④」を見ると、総人口は年々減っているのに 65 歳以上の高齢者の数は年々増えています。

一方 5 歳未満、15～64 歳の人口は減っています。これが現在注目されている少子化、高齢化社会

ということが浮き彫りに現れています。 

 

●「グラフ⑤」で、65歳以上の内、75歳以上及び 85以上の人口の推移を見ると、更に高齢化の進展が

進んでいるのがわかります。今後団塊世代が今後高齢者とされる区分に入ってくるので、その傾向

が徐々に現れているような様子が伺えます。 



＜都道府県別の平均年齢＞ 

総年齢から総人口を割ることで県の平均年齢も調べることが出来ます。 

 

●「主題図⑥」は平成 27 年国勢調査の平均年齢で都道府県を色分けしたものです。これを見ると、首

都圏、愛知県、近畿圏、福岡県、沖縄県の平均年齢が低いことが判り、人口の増加している県と対

応しています。一方、宮城県、福島県を除く東北 4県、和歌山県、島根県、山口県、高知県の平均

年齢が高く、人口の減少している県に対応しています。ちなみに全国平均は 45.4 歳で主題図の薄

緑の県が全国の平均に近い県となります。 

 

今回は県別で比較しておりますが、これが市区町村別などでも比較検討することが出来ます。市区町村

での分析をすれば、地域によっての偏りなども発見できるのではないかと思います。 

 

このように人口データを使うと地域性や将来の傾向なども考えられたり、推測が出来たりしますので、

分析すればするだけ知識も豊富になり、可能性も増えていきます。 

主題図を作ることや、グラフを作成して、視覚的に情報をキャッチできることで、データ利用の幅も広

がりを見せます。プレゼンや資料作成の際に、少し人口についてのお話などされる時など、とても理解

しやすい内容でもあるので、耳を傾けて意識を掴むにはぴったりのテーマではないかと思います。 

 

 

 

 


